










グッジョブ FUKUSHI 
このコーナーでは福祉に関する仕事や団体などについて紹介します！
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三者連携による外国人介謹人材の受入れ

▲東北多文化アカデミーの八重樫さん

厚
生
労
働
省
よ
り
、

2
0
2
6
年
度

に
必
要
な
介
護
職
員
は
全
国
で
約

2
4
0
万
人
で
あ
り
、
約
25
万
人
の
不

足
が
見
込
ま
れ
る
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
宮
城
県
で
必
要
な
介
護
職

員
は

2
0
2
6
年
度
で
3
7
、
4
8
8
人

（
不
足
ー
、

8
0
2
人）、

2
0
4
0
年
度

は
4
3
、
5
0
2
人
（
不
足

7
、
0
5
5

人
）
で
す
。
介
護
業
界
に
お
け
る
人
手

不
足
は
今
後
も
深
刻
で
あ
り
、
中
長
期

的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
一
般
社
団
法
人
束

北
多
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
外
国
人
介
護

人
材
育
成
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
八
重
樫
伸

一
さ
ん
を
取
材
し
、
東
北
多
文
化
ア
カ

デ
ミ
ー
で
実
践
し
て
い
る
外
国
人
介
護

人
材
の
受
入
・
育
成
の
取
組
を
紹
介
し

ま
す
。

外国人介護人材受入れの4つの制度

EPA 在留資格
技能実習 特定技能1号

（経済連携協定） 「介護」

制度趣旨 二国間の経済連 専門的・技術的 国際貢献として 人手不足対応の

携の強化 分野の外国人の の本国への技能 ための一定の専

※インドネシア、 受入れ 移転 門性・技能を有

フィリピン、 する外国人の受

ベトナム 入れ

※詳細は「外国人介護人材受入れの仕組み」／厚生労働省を参照してください。

わ
が
国
の
外
国
人
介
護
人
材
受
入
れ
に

は
、
現
在
、

4
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

東
北
多
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
実
施
し
て
い

る
の
は
、
そ
の
う
ち
「
在
留
資
格
「
介
護
」
」

に
当
た
り
ま
す
。
一
定
レ
ベ
ル
の
日
本
語

能
力
が
あ
り
、
介
護
職
へ
高
い
志
を
持
つ

外
国
人
に
、

3
つ
の
機
関
「
日
本
語
学
校
」

-

「
介
護
福
祉
士
養
成
施

一一
設
」
「
ス
ポ
ン
サ
ー
（
後

一一
の
就
職
先
と
な
る
介
護

一一
施
設
）
」
が
連
携
し
、
留

一一
学
か
ら
就
職
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
現

一
地
で
の
声
掛
け
や
仲
介
、
入
国
ま
で
の
手

一
続
き
は
束
北
多
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
が
担

i

い
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と
の
面
接
は
現
地
又
は

一
リ
モ
ー
ト
で
行
い
ま
す
。

一一

来
日
後
の
流
れ
は
、

0
日
本
語
学
校

一一-
（
束
北
多
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
）
に
半
年
S

一-
2
年
修
学
↓
◎
介
護
福
祉
士
養
成
施
設

一-
（
学
校
法
人
北
杜
学
園
仙
台
医
療
福
祉
専

一一
門
学
校
）
を
受
験
し
、

2
年
修
学

(
2

一一
年
次
に
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
・

一
資
格
取
得
）
↓
◎
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る

i

介
護
施
設
に
就
職
と
な
り
ま
す
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

特
徴
は
、
最
初
か
ら
進
路

(
2
つ
の

修
学
先
と
就
職
先
）
が
決
ま
っ
て
い
る

こ
と
で
、
留
学
生
は
安
心
し
て
来
日
で

き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
留
学

期
間
の
学
費
や
生
活
費
は
、
宮
城
県
社

協
の
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
の
借
入
や

県
の
助
成
金
、
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
の
貸

与
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
賄
わ
れ
、
生
活
設
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